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◆ 研究概要 
本研究室では，「神経細胞が外的環境から受ける刺激に対して，どのように応答し，質的変化を遂げるのか」という問

いに対して，シグナル伝達の最終到達部である「核」で調節される遺伝子発現に着目し，研究を行っている．研究テーマ

は下記のようになっている． 
＊ 神経栄養因子の遺伝子発現調節：その分子機構解明と活性化薬剤スクリーニングによる新薬開発への基礎研究 
＊ 神経活動依存的遺伝子発現制御系が環境情報から遺伝情報変換に果たす役割の解析：環境情報と個性的行動とを結

ぶエピジェネテイクスの解析と動物の行動発達異常との関係に関する研究 
＊神経突起，シナプス形態変化と遺伝子発現制御をリンクさせる仕組みの解明と神経疾患との関わり 
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